
(57)【要約】
【解決手段】アガロオリゴ糖を有効成分とする血糖低下剤。
【効果】本発明の血糖低下剤は、生体にとって安全性が高く、インスリン抵抗性を改善さ
せ、特にＩＩ型糖尿病の予防、治療に有用な高血糖抑制作用を有し、ＩＩ型糖尿病の根本
的な治療に有用であって、また、肥満症、ＩＩ型糖尿病の予防等の保健食品にも有用であ
る。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 を 有 効 成 分 と す る 血 糖 低 下 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
更 に 、 植 物 繊 維 多 糖 類 、 糖 分 解 酵 素 阻 害 物 質 及 び 糖 分 吸 収 阻 害 物 質 の 群 か ら 選 ば れ る 一 種
以 上 を 含 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の 血 糖 低 下 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
植 物 繊 維 多 糖 類 が 、 セ ル ロ ー ス 、 ヘ ミ セ ル ロ ー ス 、 グ ル カ ン 、 マ ン ナ ン 、 ペ ク チ ン 及 び イ
ヌ リ ン の 群 か ら 選 ば れ る も の で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 血 糖 低 下 剤 。
【 請 求 項 ４ 】
糖 分 解 酵 素 阻 害 物 質 が 、 バ ナ バ 、 サ ラ シ ア レ テ ィ キ ュ ラ ー タ 又 は 桑 葉 の 抽 出 物 で あ る 請 求
項 ２ 記 載 の 血 糖 低 下 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
糖 分 解 酵 素 阻 害 物 質 が 、 Ｌ － ア ラ ビ ノ ー ス 又 は Ｄ － キ シ ロ ー ス で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 血 糖
低 下 剤 。
【 請 求 項 ６ 】
糖 分 吸 収 阻 害 物 質 が 、 ギ ム ネ バ シ ル ベ ス タ 又 は ギ ム ネ マ イ ノ ド ラ ム の 抽 出 物 で あ る 請 求 項
２ 記 載 の 血 糖 低 下 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 Ｉ Ｉ 型 糖 尿 病 の 予 防 、 治 療 に 特 に 有 効 な 血 糖 低 下 剤 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
血 糖 を 低 下 さ せ る 薬 剤 と し て α － グ ル コ シ ダ ー ゼ 阻 害 剤 、 特 に ス ク ラ ー ゼ 阻 害 剤 又 は マ ル
タ ー ゼ 阻 害 剤 、 食 物 繊 維 を 中 心 と す る 多 糖 類 に よ る 腸 管 か ら の 糖 吸 収 遅 延 剤 又 は 糖 排 泄 促
進 作 用 を 有 す る 薬 剤 が 提 案 さ れ て い る 。 こ れ ら 阻 害 剤 の 使 用 は 食 後 の 高 血 糖 を 和 ら げ る 対
症 的 療 法 で あ り 、 摂 取 量 に よ っ て は 過 低 血 糖 に よ る 障 害 （ め ま い 、 意 識 障 害 等 ） を 招 く 場
合 も あ る 上 、 高 血 糖 体 質 を 根 本 か ら 改 善 す る も の で は な か っ た 。 ま た 近 年 、 Ｉ Ｉ 型 糖 尿 病
の 治 療 薬 と し て 脂 肪 細 胞 、 筋 肉 細 胞 の 細 胞 膜 表 面 の グ ル コ ー ス 受 容 体 を 増 強 、 活 性 化 す る
化 学 合 成 物 質 が 利 用 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 物 質 は 、 肝 障 害 等 の 重 大 な 副 作
用 が 発 生 す る 等 、 長 期 的 な 服 用 に 対 す る 懸 念 が 指 摘 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の た め 、 通 常 摂 取 す る 食 物 由 来 の 物 質 で あ っ て 、 生 体 に と っ て 安 全 性 が 高 く 、 イ ン ス リ
ン 抵 抗 性 を 改 善 し 、 牽 い て は Ｉ Ｉ 型 糖 尿 病 の 根 本 的 な 治 療 に 結 び つ く 血 糖 低 下 剤 の 出 現 が
求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
一 方 、 寒 天 等 の 紅 藻 類 中 に 含 ま れ る 多 糖 類 ア ガ ロ ー ス の オ リ ゴ 糖 （ ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 ） に は
、 Ｔ Ｎ Ｆ － α の 産 生 抑 制 作 用 等 が あ る こ と が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ）
が 、 血 糖 低 下 作 用 に つ い て は 全 く 知 ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
食 品 と 開 発 、 ２ ０ ０ １ 年 、 第 ３ ６ 巻 、 第 ９ 号 、 ｐ ． ６ ５ － ６ ８
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 目 的 は 、 生 体 に と っ て 安 全 性 が 高 く 、 イ ン ス リ ン 抵 抗 性 を 改 善 さ せ 、 特 に Ｉ Ｉ 型
糖 尿 病 の 予 防 、 治 療 に 有 用 な 高 血 糖 抑 制 作 用 を 有 し 、 Ｉ Ｉ 型 糖 尿 病 の 根 本 的 な 治 療 に 有 用
な 血 糖 低 下 剤 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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本 発 明 者 等 は 、 生 体 に と っ て 安 全 な 天 然 界 に 存 在 す る 種 々 の 動 植 物 の 中 か ら 、 イ ン ス リ ン
抵 抗 性 を 改 善 し 、 Ｉ Ｉ 型 糖 尿 病 の 予 防 、 治 療 に 有 用 な 物 質 の 鋭 意 探 索 を 続 け た と こ ろ 、 今
般 、 意 外 に も ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 が 自 然 発 症 Ｉ Ｉ 型 糖 尿 病 動 物 モ デ ル に お い て 優 れ た 血 糖 低 下
作 用 を 有 す る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
す な わ ち 、 本 発 明 は 、 ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 を 有 効 成 分 と す る 血 糖 低 下 剤 を 提 供 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 で 使 用 す る ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 は 、 ア ガ ロ ー ス を 、 例 え ば 酸 で 分 解 し て 得 ら れ る ア ガ ロ
ー ス 由 来 の オ リ ゴ 糖 で あ り 、 Ｄ － ガ ラ ク ト ー ス と ３ ， ６ － ア ン ヒ ド ロ － Ｌ － ガ ラ ク ト ー ス
が β － １ ， ４ － ガ ラ ク ト シ ド 結 合 し た 二 糖 類 ア ガ ロ ビ オ ー ス 、 こ の ア ガ ロ ビ オ ー ス が ２ 個
繋 っ た ア ガ ロ テ ト ラ オ ー ス 、 ３ 個 繋 っ た ア ガ ロ ヘ キ ソ ー ス 等 を 含 有 す る 。 ア ガ ロ オ リ ゴ 糖
と し て は 、 ア ガ ロ ビ オ ー ス が １ ～ １ ０ 個 、 更 に １ ～ ５ 個 、 特 に １ ～ ３ 個 繋 っ た も の の 混 合
物 が 好 ま し い 。 ま た 、 ア ガ ロ ビ オ ー ス が 主 体 と な る 混 合 物 が 好 ま し い 。
紅 藻 類 か ら 得 ら れ る ア ガ ロ ー ス の 酸 分 解 に 用 い る 酸 と し て は 、 塩 酸 、 硫 酸 等 の 無 機 酸 、 ク
エ ン 酸 、 乳 酸 等 の 有 機 酸 が 挙 げ ら れ る が 、 特 に 塩 酸 が 好 ま し い 。
当 該 ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 の 市 販 品 と し て は 、 Ｔ ａ Ｋ ａ Ｒ ａ ア ガ オ リ ゴ （ タ カ ラ バ イ オ （ 株 ） ）
が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 血 糖 低 下 剤 に は 、 ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 以 外 に 植 物 繊 維 多 糖 類 、 糖 分 解 酵 素 阻 害 物 質 及
び 糖 分 吸 収 阻 害 物 質 の 群 か ら 選 ば れ る 一 種 以 上 を 更 に 含 有 す る と 、 血 糖 低 下 効 果 が 一 層 改
善 さ れ 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
植 物 繊 維 多 糖 類 と し て は 、 セ ル ロ ー ス 、 ヘ ミ セ ル ロ ー ス 、 グ ル カ ン 、 マ ン ナ ン 、 ペ ク チ ン
、 イ ヌ リ ン 等 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら の 一 種 又 は 二 種 以 上 を 併 用 し て も よ い 。
本 発 明 の 血 糖 低 下 剤 中 の 植 物 繊 維 多 糖 類 は 、 ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 １ 重 量 部 に 対 し 、 １ ～ ３ ０ 重
量 部 、 更 に ２ ～ １ ５ 重 量 部 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
糖 分 解 酵 素 阻 害 物 質 と し て は 、 バ ナ バ 、 サ ラ シ ア レ テ ィ キ ュ ラ ー タ 、 桑 葉 等 の 植 物 の 水 、
低 級 ア ル コ ー ル 、 グ リ コ ー ル 等 の 溶 剤 抽 出 物 、 Ｌ － ア ラ ビ ノ ー ス 、 Ｄ － キ シ ロ ー ス 等 が 挙
げ ら れ る 。 こ れ ら は 一 種 又 は 二 種 以 上 を 併 用 し て も よ い 。
本 発 明 の 血 糖 低 下 剤 中 の 糖 分 解 酵 素 阻 害 物 質 は 、 ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 １ 重 量 部 に 対 し 、 ０ ． １
～ １ ０ 重 量 部 、 更 に ０ ． ２ ～ ５ 重 量 部 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
糖 分 吸 収 阻 害 物 質 と し て は 、 ギ ム ネ バ シ ル ベ ス タ 、 ギ ム ネ マ イ ノ ド ラ ム 等 の 植 物 の 水 、 低
級 ア ル コ ー ル 、 グ リ コ ー ル 等 の 溶 剤 抽 出 物 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら は 一 種 又 は 二 種 以 上 を
併 用 し て も よ い 。
本 発 明 の 血 糖 低 下 剤 中 の 糖 分 吸 収 阻 害 物 質 は 、 ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 １ 重 量 部 に 対 し 、 ０ ． １ ～
１ ０ 重 量 部 、 更 に ０ ． ２ ～ ５ 重 量 部 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 血 糖 低 下 剤 は 、 こ れ ら 成 分 の 他 に 、 通 常 使 用 さ れ る 賦 形 剤 、 安 定 剤 、 保 存 剤 、 結
合 剤 、 崩 壊 剤 等 の 添 加 剤 を 適 宜 配 合 し て 、 液 剤 、 カ プ セ ル 剤 、 顆 粒 剤 、 丸 剤 、 散 剤 、 錠 剤
等 の 剤 型 と す る こ と が で き る 。 こ れ ら は 、 経 口 的 又 は 経 腸 的 に 投 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 血 糖 低 下 剤 は 、 年 齢 、 体 重 、 症 状 等 に よ っ て 用 法 用 量 が 決 定 さ れ る が 、 多 く の 場
合 は 、 ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 と し て 成 人 一 日 あ た り ０ ． １ ５ ～ ５ ｇ を 、 分 割 し て 食 前 又 は 食 事 中
に 投 与 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 で 使 用 す る ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 は 水 溶 性 で あ っ て 、 肥 満 症 、 Ｉ Ｉ 型 糖 尿 病 患 者 用 の 食 品
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、 病 人 食 、 更 に は 、 こ れ ら 生 活 習 慣 病 の 予 防 用 の 健 康 食 品 中 に 添 加 す る と 、 容 易 に 長 期 間
に わ た っ て 摂 取 が で き 、 実 効 性 の あ る 保 健 食 品 と し て 有 効 で あ る 。
こ れ ら の 食 品 と し て は 上 記 の 経 口 投 与 用 製 剤 の 形 態 で も よ く 、 ま た パ ン 、 ビ ス ケ ッ ト 、 野
菜 ス ー プ 、 ゼ リ ー 、 ジ ュ ー ス 、 ヨ ー グ ル ト 、 豆 腐 、 み そ 汁 、 飲 料 等 が 挙 げ ら れ る 。 ア ガ ロ
オ リ ゴ 糖 の こ れ ら の 食 品 へ の 添 加 量 は 、 成 人 が 一 日 に 摂 取 す る 食 品 中 の 総 含 有 量 と し て ０
． １ ５ ～ ５ ｇ に な る 量 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 実 施 例 】
以 下 に 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も
の で は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
実 施 例 １
ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 の 血 糖 低 下 効 果 を 次 法 に よ り 測 定 し た 。 な お 、 比 較 と し て ア ガ ロ オ リ ゴ 糖
と 同 様 に Ｔ Ｎ Ｆ － α の 産 生 抑 制 作 用 を 有 す る こ と が 知 ら れ て い る （ Ｍ ｏ ｌ ｅ ｃ ｕ ｌ ａ ｒ 　
Ｍ ｅ ｄ ｉ ｃ ｉ ｎ ｅ ， 　 Ｖ ｏ ｌ ． １ ， 　 Ｎ ｏ ． ４ ， 　 ｐ ． ３ ８ ４ ～ ３ ９ ７ ， 　 １ ９ ９ ５ 年 ）
サ リ ド マ イ ド を 用 い た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
自 然 発 症 糖 尿 病 モ デ ル で あ る ５ 週 齢 の Ｋ Ｋ － Ａ ｙ マ ウ ス を ５ 日 間 の 検 疫 期 間 、 ３ 日 間 の 馴
化 期 間 の 後 、 異 常 の な い マ ウ ス を サ リ ド マ イ ド 群 ６ 匹 、 ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 群 ６ 匹 に 群 分 け し
た 。 実 験 に 使 用 し た マ ウ ス の 初 期 血 糖 範 囲 は ２ ３ ８ ～ ２ ８ ８ ｍ ｇ ／ ｄ Ｌ で あ っ た 。 ３ ６ 日
間 の 試 験 期 間 中 は 室 温 ２ ０ ～ ２ ５ ℃ 、 湿 度 ４ ０ ～ ７ ０ ％ で 、 明 暗 各 １ ２ 時 間 、 除 菌 し た 新
鮮 空 気 で １ ２ 回 ／ 時 の 換 気 を 維 持 し て 飼 育 さ れ た 。 飼 育 室 の 清 掃 、 消 毒 、 給 餌 給 水 器 等 の
交 換 は 規 定 に 則 っ て 行 わ れ た 。 飲 料 水 は 自 由 に 摂 取 さ せ 、 検 体 は 粉 末 飼 料 Ｃ Ｒ Ｆ － １ （ オ
リ エ ン タ ル 酵 母 工 業 （ 株 ） 製 ） に 規 定 量 を 秤 量 し 均 一 に 混 合 し 、 給 餌 器 よ り 自 由 に 摂 取 さ
せ た 。
ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 と し て タ カ ラ バ イ オ （ 株 ） 製 の Ｔ ａ Ｋ ａ Ｒ ａ ア ガ オ リ ゴ を 使 用 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
検 体 の 投 与 量 は サ リ ド マ イ ド 群 で は １ 日 投 与 量 が ６ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ に な る よ う 飼 料 に ０ ． ０ ０
３ ６ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 混 合 し 、 ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 群 で は １ 日 投 与 量 が １ ５ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ に な る
よ う 飼 料 に ０ ． ９ ％ （ ｗ ／ ｗ ） 混 合 し た 。 試 験 期 間 中 、 体 重 、 摂 餌 量 、 摂 水 量 は ３ ～ ４ 日
毎 に 測 定 し 、 血 糖 値 は 群 分 け 日 を 初 日 と し １ 週 間 毎 に ６ 回 の 測 定 を 行 い 両 群 を 比 較 し た 。
表 １ に 両 群 の 血 糖 値 の 推 移 を ６ 匹 の 平 均 値 で 示 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
両 群 の 血 糖 値 は ２ ２ 日 目 ま で は 殆 ど 差 が 見 ら れ な い が 、 ２ ９ 日 目 に は 、 ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 群
は サ リ ド マ イ ド 群 に 対 し て 約 ９ ． ０ ％ 、 ３ ６ 日 目 に は 約 １ ２ ． ３ ％ 低 下 し 、 そ の 低 下 の 程
度 は 投 与 後 日 数 が 経 つ 程 広 が る 傾 向 を 示 し た 。 一 方 、 サ リ ド マ イ ド 群 の 血 糖 値 の 上 昇 程 度
は 一 般 的 な 自 然 発 症 糖 尿 病 モ デ ル マ ウ ス の 血 糖 値 上 昇 と 近 似 し た も の で あ っ た 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
実 施 例 ２
ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 ２ ５ ０ 重 量 部 、 バ ナ バ エ キ ス 末 （ （ 株 ） ユ ー ス ・ テ ク ノ コ ー ポ レ ー シ ョ ン
製 ） ６ ５ 重 量 部 、 サ ッ カ ロ ミ セ ス Ｃ ｒ ２ ０ ０ ０ （ Ｋ Ｅ Ｌ Ａ Ｔ Ｒ Ｏ Ｎ 　 Ｃ Ｏ Ｒ Ｐ Ｏ Ｒ Ａ Ｔ Ｉ
Ｏ Ｎ 製 ） ４ ０ 重 量 部 、 亜 鉛 酵 母 （ Ｃ Ｈ Ｅ Ｍ Ｃ Ｏ 　 Ｉ Ｎ Ｄ Ｕ Ｓ Ｔ Ｒ Ｉ Ｅ Ｓ 　 Ｉ Ｎ Ｃ ． 製 ） ４
０ 重 量 部 、 ド ロ マ イ ト （ 三 共 フ ー ズ （ 株 ） 製 ） １ ５ ０ 重 量 部 を 粉 末 用 ミ キ サ ー に か け て 、
混 合 成 分 を 均 一 に 分 散 さ せ て 散 剤 を 製 造 し た 。 製 造 し た 散 剤 ５ ４ ５ ｍ ｇ を 硬 カ プ セ ル に 充
填 し カ プ セ ル 剤 を 、 湿 式 顆 粒 法 で 顆 粒 剤 に 、 更 に 打 錠 し て 錠 剤 を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 例 ３
ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 ２ ５ ０ ｍ ｇ 、 イ ヌ リ ン ２ ｇ 、 バ ナ バ エ キ ス 末 ６ ５ ｍ ｇ 、 サ ッ カ ロ ミ セ ス Ｃ
ｒ ２ ０ ０ ０ 　 ４ ０ ｍ ｇ 、 亜 鉛 酵 母 ４ ０ ｍ ｇ を ミ キ サ ー に か け 、 混 合 成 分 が 均 一 に な る よ う
分 散 さ せ 、 次 い で ス テ ィ ッ ク 充 填 し て 散 剤 を 製 造 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
実 施 例 ４
ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 ２ ５ ０ ｍ ｇ 、 桑 葉 エ キ ス （ ト ヨ タ マ 健 康 食 品 （ 株 ） 製 ） ３ ０ ０ ｍ ｇ 、 バ ナ
バ エ キ ス 末 ６ ５ ｍ ｇ 、 サ ッ カ ロ ミ セ ス Ｃ ｒ ２ ０ ０ ０ 　 ４ ０ ｍ ｇ 、 亜 鉛 酵 母 ４ ０ ｍ ｇ 、 デ キ
ス ト リ ン １ ２ ｍ ｇ を ミ キ サ ー に か け 、 均 一 に 混 合 し た 。 得 ら れ た 混 合 物 を 打 錠 し 錠 剤 を 製
造 し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
実 施 例 ５
ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 ２ ５ ０ ｍ ｇ 、 Ｌ － ア ラ ビ ノ ー ス ４ ０ ０ ｍ ｇ 、 バ ナ バ エ キ ス 末 ６ ５ ｍ ｇ 、 サ
ッ カ ロ ミ セ ス Ｃ ｒ ２ ０ ０ ０ 　 ４ ０ ｍ ｇ 、 亜 鉛 酵 母 ４ ０ ｍ ｇ 、 デ キ ス ト リ ン １ ６ ｍ ｇ を ミ キ
サ ー に て 均 一 に 混 合 分 散 さ せ た 。 得 ら れ た 混 合 物 を 湿 式 顆 粒 法 で 顆 粒 剤 と し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
実 施 例 ６
ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 ２ ５ ０ ｍ ｇ 、 ギ ム ネ マ シ ル ベ ス タ エ キ ス （ 備 前 化 成 （ 株 ） 製 ） ８ ０ ｍ ｇ 、
バ ナ バ エ キ ス 末 ６ ５ ｍ ｇ 、 サ ッ カ ロ ミ セ ス Ｃ ｒ ２ ０ ０ ０ 　 ４ ０ ｍ ｇ 、 亜 鉛 酵 母 ４ ０ ｍ ｇ 、
デ キ ス ト リ ン １ ０ ｍ ｇ を ミ キ サ ー に て 均 一 に 混 合 分 散 さ せ た 。 得 ら れ た 混 合 物 を 乾 式 打 錠
し 錠 剤 と し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
実 施 例 ７
ア ガ ロ オ リ ゴ 糖 ２ ５ ０ ｍ ｇ 、 サ ラ シ ア レ テ ィ キ ュ ラ ー タ エ キ ス ６ ０ ｍ ｇ 、 サ ッ カ ロ ミ セ ス
Ｃ ｒ ２ ０ ０ ０ 　 ４ ０ ｍ ｇ 、 亜 鉛 酵 母 ４ ０ ｍ ｇ 、 デ キ ス ト リ ン ９ ｍ ｇ を ミ キ サ ー に て 均 一 に
混 合 分 散 さ せ た 。 得 ら れ た 混 合 物 を 湿 式 顆 粒 し 顆 粒 剤 と し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 血 糖 低 下 剤 は 、 生 体 に と っ て 安 全 性 が 高 く 、 イ ン ス リ ン 抵 抗 性 を 改 善 さ せ 、 特 に
Ｉ Ｉ 型 糖 尿 病 の 予 防 、 治 療 に 有 用 な 高 血 糖 抑 制 作 用 を 有 し 、 Ｉ Ｉ 型 糖 尿 病 の 根 本 的 な 治 療
に 有 用 で あ っ て 、 ま た 、 肥 満 症 、 Ｉ Ｉ 型 糖 尿 病 の 予 防 等 の 保 健 食 品 に も 有 用 で あ る 。
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